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 本調査研究では、ロボット・AI・ICT 等を活用した保育士の業務負担軽減・業務の再

構築に関するモデル事業の実施を通して、保育分野においてロボット・AI･ICT 等を活用

することで、保育士の業務負担軽減・業務の再構築を図れるかという命題の検証をおこな

った。まず同分野において展開されているサービスの全体像の俯瞰を試みたところ、既存

サービスでは主に ICT や IoT の利活用によって業務負担や心理的負担の軽減が図られてい

ることが明らかになった。本調査研究内では、保育領域におけるロボット・AI・ICT 等の

活用を通して、単に業務効率化を図るだけでなく、専門職である保育士が専門性の高い業

務に専念できる環境を整え、捻出された時間を活用して質の高い保育に向けた保育の振り

返りや次の保育の計画につながることが重要であることが示された。  

〇導入時の懸案事項  

 保育現場にソリューションを導入するにあたっての懸案事項は、①ソリューションへの

過度な期待や、過信・過誤によるインシデントの発生、②保護者とのコミュニケーション

量の低下、③若手保育士のスキル獲得の遅延・必要な業務遂行ノウハウの喪失、④保育士

の ICT リテラシーに起因するソリューションの形骸化の 4 点に大別されるが、導入時の保

育所等における工夫や、サービスプロバイダーのフォローにより、導入後にはおおよそ解

決されうるものであった。  

〇ソリューションの導入効果  

 保育現場にソリューションを導入することにより、業務の置き換え・効率化による業

務負担の軽減や働き方改革だけでなく、保育士が保育にあたる際の視座・視野・視点に

影響を与えている可能性が示唆された。モデル事業においては、ICTツールの活用によ

り園内外のコミュニケーションの量・質の高まりがみられた。ICT等のツールは、時間

の捻出の側面だけでなく、ツールそのものの効用として、紙媒体で担われてきた情報共

有の仕組みを変革し、保育サービスの厚みを増すことに寄与していることが示された。 

〇ソリューションの定着化のための工夫  

 ソリューション導入による効果を得るためには、保育者がソリューションを適切に活

用することが求められる。本調査研究内で取り扱ったソリューションは、①ソリューシ

ョンがユーザーフレンドリーであること、②保育所等の中でスマホ・タブレット型端末

の使用に慣れている職員が多く、施設内で端末操作等の不明点を確認しながら進められ

ること、③サービスプロバイダーのフォロー体制が厚いことの3点が定着化の成功要因と

なっていた。また、保育の質の向上というツールの本質的な目的に鑑み、不適切な使用

がなされないよう留意する必要がある。 

〇今後の保育領域におけるロボット・AI・ICT等の普及可能性 

 保育分野は他の医療・福祉領域と比べて、業務環境や人材の面ではDXの推進を進めや

すい環境が整っており、ロボット・AI・ICTといったテクノロジーが普及する可能性は

高いと言える。しかしながら、現状は保育の質の向上という本質的な価値が理解されな

いまま導入が進んでいない。保育分野におけるロボット・AI・ICT等の普及に向けて、

サービスプロバイダーの一層の企業努力や導入する保育所等におけるユーザー学習は

もちろん、デジタル監査の普及・広報など行政側の整備が必要となる。導入後すぐに効

果が得られるものではないことに留意し、保育領域におけるDXの継続的な取組を通して、

保育の質の向上を図っていくことが求められている。 


